
―  171  ―

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市中中小小企企業業勤勤労労者者福福祉祉ササーービビススセセンンタターー  

経経営営状状況況報報告告書書  

 

１１．．法法人人のの概概要要   
（１）名     称  一般財団法人鳥取市中小企業勤労者福祉サービスセンター 

（愛称：ひまわりセンター） 

（２）目     的  鳥取市における中小企業勤労者のための福利厚生事業を行うことによ

り、中小企業勤労者の福祉の向上を図るとともに中小企業の振興及び

地域社会の活性化に寄与することを目的とする。 

（３）設立許可年月日  平成２５年３月１９日 

（財団法人鳥取市中小企業勤労者福祉サービスセンター 

設立許可年月日平成１２年３月３１日） 

（４）登記許可年月日  平成２５年４月１日 

（財団法人鳥取市中小企業勤労者福祉サービスセンター 

設立登記年月日平成１２年４月 １日） 

（５）基 本 財 産  金１０,０００,０００円（うち市出捐金８,０００,０００円） 

（６）役     員  理事 ５名   監事 ２名 

理 事 長  水 野 治 郎 

副理事長  谷 口 恭 子 

専務理事  加 藤 和 弘 

（７）事  務  所  鳥取市本町三丁目２０１番地 
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２２．．令令 和和 ７７ 年年 度度 事事 業業 実実 施施 状状 況況   
 

中小企業勤労者（含事業主、役員）の福利厚生の充実と会員拡大に向けて取組み、

当センターの運営に当たっては効率的な業務執行体制に基づく健全運営に努めた。 
 
（１）慶弔共済給付事業については、在職中における生活安定及び相互扶助の観点から、

会員とその家族にお祝い事や不幸があった場合に、慶弔給付金の支給を行った。 

 なお、今年度より従来の共済保険を見直し自家給付方式へ移行したことで、本事業

に掛かる負担額の大幅な削減を実現し、事業運営コストの効率化を図った。 

（慶弔給付実績 1,988件、17,620千円、実質負担額▲1,712千円） 
 
  （２）健康の維持増進事業については、健康診断受診の啓発及び受診助成、その他の健康

診断受診の助成及び受診促進、インフルエンザ予防接種助成を行った。 

（実績健診受診者 5,829名 受診率 79.8％、インフルエンザ助成 2,395名） 
 
  （３）自己啓発事業については、料理教室など各種教室を開催し、国家資格試験受験助成

も行った。（各種教室年２回開催、国家試験受験助成件数 124件） 

 

（４）余暇活動事業については、プレゼント企画及び図書カード等の斡旋や映画館の割引

利用等を行い、会員事業でもある飲食店の応援企画、職場活動補助（社会貢献活動、

スポーツの推進に係る事業）も行った。 

また、ゴルフ練習場の割引利用、がんリスク検査キットの斡旋、スポーツジム利用

券のプレゼントなど、これまでにない新たな企画にも積極的に取り組み、会員から好

評を得た。 

さらに、企画への申込方法についても二次元コードを活用したスマートフォン対応

システムへ移行したことで、手続きの簡便化を実現し、申込件数の増加にもつながっ

た。 

  （年間延べ8,456名の利用 職場活動助成 3社、企画申込件数対前年比約１０％増） 
 
（５）情報提供事業については、それぞれの企画（事業）をその都度周知するためのセン

タ－ニュースを年４回発行した。また、カレンダー配布事業を廃止し、その財源をセ

ンターニュースの企画充実に充てることで、会員への還元強化を図った。 
 
 （６）加入促進推進事業については、事務局一丸となって多角的な取り組みを展開した。 

申請手続きの電子化を積極的に推進し、会員の利便性向上を図ることで新規加入の促

進と既存会員の退会防止に努めたほか、ホームページを全面刷新し、より分かりやす

く必要な情報へ迅速にアクセスできる情報発信体制を整備した。また、公式LINEを新

たに開設するなど情報発信チャネルの拡充にも積極的に取り組み、幅広い層への加入

促進を図った。 

さらに、利用頻度の低い事業所に対しては、制度の再周知と活用促進に向けた個別

アプローチを実施し、退会防止に向けた丁寧なフォローアップを行った。加えて、事

務局員が一体となって未加入事業所への直接的な加入促進活動を展開し、会員基盤の

拡充に尽力した。 

 
 
（７）その他、老後の生活安定事業の一環として「中小企業退職金共済制度」、「小規模

企業共済制度」の普及活動を行った。 
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３３ ．． 令令 和和 ７７ 年年 度度 収収 支支 決決 算算 書書 （（令令和和７７年年４４月月１１日日～～令令和和８８年年３３月月３３１１日日））  

 

（ 単 位 ： 円 ）  

収       入  支       出  

科   目  金   額  科   目  金   額  

1. 基本財産運用収入 

2. 特定資産運用収入 

3 .  会 費 収 入  

4 .  事 業 収 入  

5 .  補 助 金 収 入  

6 .  そ の 他 の 収 入  

 

 

 

9 , 2 4 7  

1 1 , 4 3 9  

7 0 , 1 3 2 , 8 0 0  

7 , 0 5 0 , 0 0 0  

9 , 0 9 5 , 0 0 0  

7 5 1 , 0 3 9  

11 ..  事事 業業 費費   

人 件 費  

管 理 費  

慶 弔 共 済 事 業 費  

健康維持増進事業費 

自 己 啓 発 事 業 費  

余 暇 活 動 事 業 費  

 情報提供事業費 

 加 入 促 進 推 進 事 業 費  

22 ..管管 理理 費費   

人 件 費  

一 般 管 理 費  

77 44 ,, 77 22 11 ,, 55 33 66   

1 2 , 4 2 2 , 3 4 3  

5 , 8 9 6 , 0 6 1  

1 7 , 6 2 7 , 2 6 0  

1 8 , 2 7 9 , 7 6 2  

5 6 9 , 6 9 0  

1 7 , 2 3 0 , 3 6 0  

8 7 7 , 8 0 0  

1 , 8 1 8 , 2 6 0  

11 22 ,, 55 55 77 ,, 33 55 99   

8 , 9 4 6 , 6 1 3  

3 , 6 1 0 , 7 4 6   

当期収入合計（Ａ） 8 7 , 0 4 9 , 5 2 5  当期支出合計（Ｃ） 8 7 , 2 7 8 , 8 9 5  

前期繰越金収支差額 3 8 , 3 2 0 , 1 5 8  当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） △ 2 2 9 , 3 7 0  

収入合計（Ｂ） 1 2 5 , 3 6 9 , 6 8 3  次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 3 8 , 0 9 0 , 7 8 8  
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４４ ．． 貸貸 借借 対対 照照 表表 （（ 令令 和和 ８８ 年年 ３３ 月月 ３３ １１ 日日 現現 在在 ））   

   (単位：円） 

科      目 金      額 

【資産の部】       

  流動資産       

    現金預金 6,231,985    

  定期預金 10,552,000   

    未収入金 45,000    

    流動資産合計   16,828,985  

  固定資産       

    基本財産       

     定期預金 10,000,000      

      基本財産合計 10,000,000      

   その他の固定資産       

    敷    金（事務所） 948,480      

   〃   （駐車場） 0   

    その他の固定資産（出資金） 10,000      

          (車両残価) 0   

          (ソフトウエア) 0   

   財政調整積立金 25,000,000   

       その他の固定資産合計 25,958,480    

       固定資産合計   35,958,480  

       資産合計     52,787,465 

【負債の部】       

  流動負債       

    未 払 金 841,518    

    預 り 金 303,159    

  目的性積立金 3,552,000   

        流動負債合計   4,696,677  

  固定負債       

        固定負債合計       

        負債合計     4,696,677 

【正味財産の部】       

    正味財産     48,090,788 

    （出捐金）     (10,000,000)  

  正味財産合計   48,090,788 

    負債及び正味財産合計     52,787,465 
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５５．．財財産産目目録録      

                                                                      （単位：円）  

貸 借 対 照 表 科 目  場 所 ・ 物 量 等  使 用 目 的  金  額  

（流動資産） 

現金預金 

現 金   

 

0  

 

 

預 金  普通預金 

鳥取銀行鳥取市役所支店 

鳥取銀行本店営業部 

山陰合同銀行鳥取営業部 

鳥取信用金庫本店営業部 

ゆうちょ銀行 

 

 

 

 

 

 

 

 

運転資金とし

て保有してい

る 

6 , 2 3 1 , 9 8 5  

4 , 7 8 1 , 2 9 5  

2 , 9 7 0  

1 , 0 4 0 , 5 3 7  

3 9 8 , 9 6 6  

8 , 2 1 7  

 

 

定 期  定期預金 

鳥取信用金庫本店営業部 

鳥取銀行産業会館支店 

 ゆうちょ銀行 

 山陰合同銀行鳥取営業部 

 

1 0 , 5 5 2 , 0 0 0  

2 , 0 0 0 , 0 0 0  

2 , 0 0 0 , 0 0 0  

3 , 0 0 0 , 0 0 0  

3 , 5 5 2 , 0 0 0  

その他流動資産 未 収 金  慶弔共済金3月分 

 

4 5 , 0 0 0  

 

流 動 資 産 合 計  1 6 , 8 2 8 , 9 8 5  

（固定資産） 

基本財産 

 

預 金  定期預金 

鳥取銀行鳥取市役所支店 

鳥取信用金庫本店営業部 

  中国労働金庫鳥取支店 

 

 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0  

4 , 0 0 0 , 0 0 0  

3 , 0 0 0 , 0 0 0  

3 , 0 0 0 , 0 0 0  

基本財産合計   1 0 , 0 0 0 , 0 0 0  

その他固定資産 財政調整 

預金 

定期預金 

  鳥取銀行産業会館支店 

  鳥取信用金庫本店営業部 

  中国労働金庫鳥取支店 

 山陰合同銀行鳥取営業部 

  ゆうちょ銀行 

 

財団の運営資

金に充てるた

めに保有して

いる 

2 5 , 0 0 0 , 0 0 0  

4 , 0 0 0 , 0 0 0  

5 , 0 0 0 , 0 0 0  

7 , 0 0 0 , 0 0 0  

6 , 0 0 0 , 0 0 0  

3 , 0 0 0 , 0 0 0  

敷 金  
鳥取商工会議所 9 4 8 , 4 8 0  

加島屋（公用車用） 0  

出 資 金  中国労働金庫鳥取支店 1 0 , 0 0 0  

固定資産合計  3 5 , 9 5 8 , 4 8 0  

資 産 合 計   5 2 , 7 8 7 , 4 6 5  
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貸 借 対 照 表 科 目  場 所 ・ 物 量 等  使 用 目 的  金  額  

 

（流動負債） 

 

未 払 金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

普 通 預 金  

（ 鳥 取 銀 行 鳥 取 市 役 所 支 店 ）  
社会保険料（3月分）     182,105  

 

郵便後納            243,295  

 

健診助成                      402,484 

 

通信運搬費（公式 LINE）     5,500         

 

支払手数料            220 

 

消耗品費            4,944 

 （複合機使用量 3月分） 

 

 

     

（ 鳥 取 銀 行 本 店 営 業 部 ）  

 

支払手数料           2,970 

8 4 1 , 5 1 8  
8 3 8 , 5 4 8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,970 

 

  

預 り 金  普 通 預 金 （ 鳥 取 銀 行 鳥 取 市 役 所 支 店 ）  

社会保険料（3月分）       177,735 

 

源泉所得税（1月～3月分）     46,004 

 

雇用保険料（4月～3月分）     79,420 

 

3 0 3 , 1 5 9  

目 的 性  

積 立 金  
 3 , 5 5 2 , 0 0 0  

負 債 合 計   4 , 6 9 6 , 6 7 7  

正味財産期末残高  4 8 , 0 9 0 , 7 8 8  
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６６ ．． 令令 和和 ８８ 年年 度度 事事 業業 計計 画画 及及 びび 予予 算算   

［［ １１ ］］ 事事 業業 計計 画画   

当法人は、鳥取県東部圏域の中小企業の振興策の一環として、事業主と

勤労者に対し、福利厚生サービスの提供を中心に安定的かつ効果的な事業

を展開してまいります。そして、更なる福利厚生サービスの充実、推進体

制の強化を図り、管内中小零細企業の人材確保に寄与することで社会に貢

献していく。  

令和７年度においては、年度末会員数が微減ではありますが、年始保有

会員数を下回り、４年連続の減少となった。  

 

令和８年度も、急激な物価高騰、人件費の増大、最低賃金の引き上げ等

により中小企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあり、今後も倒

産、廃業よる脱退、従業員の減少等が予想されている。このような厳しい

推進環境の中、魅力ある企画提供に努め保保有有会会員員数数のの拡拡大大をを図図りり会会費費収収入入

をを増増ややすすことを第第一一優優先先課課題題ととししてて取取りり組組んんででいいくく。。   

なお、令和７年度はホームページの更新・各種申請の電子化を導入し会

員の利便性及びサービスの向上に取り組んできた。今後も更なる DX化に取

り組むとともに、事務局体制の強化を図り、会員増強に繋げるための財源

を確保する為に効率化に取り組んでいく。  

そして、以下の通り今まで以上に収支バランスを考慮し、会員ニーズに合

った「会員本位の事業展開」に取り組んでいく。  

  

［［ ２２ ］］ 収収 支支 予予 定定 計計 画画 書書 （（ 令令 和和 ８８ 年年 ４４ 月月 １１ 日日 ～～ 令令 和和 ９９ 年年 ３３ 月月 ３３ １１ 日日 ））  

(

（単 位 ： 千 円 ）  

収   入  支       出  

科   目  金   額  科   目  金  額  

1. 基本財産運用収入 

2. 特定資産運用収入 

3 .会 費 収 入  

4 .事 業 収 入  

5 .補 助 金 収 入  

6 .雑 収 入  

7 .前 期 繰 越 金  

 

1 8  

4 7  

7 2 , 0 0 0  

3 , 3 8 0  

9 , 0 9 5  

1 3 1  

3 8 , 0 9 1  

 

 

 

1 .事 業 費  

人 件 費  

管 理 費  

慶 弔 共 済 事 業 費  

健康維持増進事業費 

自 己 啓 発 事 業 費  

余 暇 活 動 事 業 費  

 情報提供事業費 

 加入促進推進事業費 

2 .管 理 費  

人 件 費  

管 理 費  

3 .次 期 繰 越 金  

7 2 , 3 1 7  

1 3 , 2 4 7  

6 , 1 2 1  

1 8 , 0 0 0  

2 0 , 6 0 0  

6 7 3  

1 2 , 3 9 9  

9 6 8  

3 0 9  

1 2 , 3 5 4  

9 , 6 0 5  

2 , 7 4 9  

3 8 , 0 9 1  

収 入 合 計 1 2 2 , 7 6 2  支 出 合 計 1 2 2 , 7 6 2  

 



 


